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三
行
詩
は
、
日
ご
ろ
の
想
い
を
三
行
程
の
短

い
言
葉
で
表
し
た
も
の
で
、
毎
年
夏
に
市
Ｐ
連

が
募
集
す
る
家
族
で
参
加
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
で

す
。
今
年
度
は
70
周
年
記
念
事
業
で
し
た
。

　
応
募
数
８
３
９
作
品
の
中
か
ら
選
ば
れ
た
20

作
品
の
表
彰
式
が
、
２
０
１
９
年
12
月
8
日
横

浜
市
教
育
会
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

横
浜
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

創
立
70
周
年
記
念

第
11
回
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

　

当
日
は
、
受
賞
者
や
そ
の
ご

家
族
か
ら
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

　

三
歳
の
時
に
亡
く
な
っ
た
父

へ
の
想
い
を
書
い
た
作
品
。
お

父
さ
ん
と
の
思
い
出
を
聞
か
れ

る
と
「
仕
上
げ
磨
き
を
し
て
も

ら
っ
た
こ
と
で
す
！
」
と
お
母

さ
ん
と
目
を
合
わ
せ
て
応
え
て

く
れ
ま
し
た
。

　

家
族
の
日
常
に
お
父
さ
ん
の

存
在
が
根
付
い
て
い
る
こ
と
を

感
じ
て
、
こ
ち
ら
ま
で
嬉
し
く

な
り
ま
し
た
。

　

何
年
も
応
募
し

て
く
れ
た
受
賞
者

か
ら
は
「
想
い
を

言
葉
に
す
る
こ
と

は
、
日
常
の
細
か

い
所
ま
で
気
付
か

せ
て
く
れ
る
こ
と

で
す
」。
三
行
詩
へ

の
想
い
を
語
っ
た

こ
の
言
葉
に
は
一

同
が
納
得
で
し
た
。

　
「
三
行
詩
は
家

族
の
成
長
と
歴
史

の
記
録
。
こ
の
コ

ン
ク
ー
ル
に
感
謝

で
す
」
と
お
母
さ

ん
も
話
し
て
く
れ

ま
し
た
。

　

離
れ
て
暮
ら
す

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と

の
記
憶
。
大
き
く
な
っ
て
も
甘
え

た
い
子
の
想
い
。
甘
え
ら
れ
た
い

親
の
願
い
。
嬉
し
さ
半
分
、
寂

し
さ
半
分
の
子
の
成
長
。
見
守

る
決
意
。忘
れ
ら
れ
な
い
思
い
出
。

　

知
ら
な
い
家
族
の
話
に
、
気

が
つ
け
ば
我
が
家
の
日
常
を
重

ね
目
も
心
も
潤
っ
て
い
ま
し
た
。

　

式
の
後
に
は
、
受
賞
者
や
そ

の
家
族
同
士
が
談
笑
す
る
姿
も

見
ら
れ
ま
し
た
。

　

三
行
詩
を
通
し
て
共
鳴
が
生

ま
れ
た
時
間
と
な
り
ま
し
た
。家族への想いを紡いで

相武山小学校3年　宮里来歩

お母さんとたくさんお話が
出来るように、がんばって覚えたよ。

４６個の手話（ことば）

朝比奈小学校５年　利根川怜音

オレの父ちゃん最強だ。
いなくてもオレのこといつも空から見守ってくれている。

だからオレの心も最強だ。

一般（希望ケ丘中学校）　井關　玲

息子よ。何を言われようが、いじられようが、
やるべきことは何も変わらん。一歩一歩進め。

父は味方だ

一般（宮谷小学校）　新井早苗

七年の生涯で君が教えてくれたこと。
みんなその命を懸命に生きています。
大切な君の命を次に繋ぐために。

秋葉中学校３年　小林羽衣

９９才の曾祖母　もう言葉は
少ないけれど　返事はいつも「ありがとね、幸せだよ」

それって素敵な未来像

こ
と
ば
な
く
し
た
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

つ
ら
い
く
や
し
い
か
わ
い
そ
う

ぎ
ゅ
っ
と
だ
き
し
め
て
く
れ
る

わ
た
し
の
か
わ
ら
ぬ
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

桜
岡
小
学
校
２
年
　
前
原
優
里

わ
た
し
が
わ
ら
っ
た
ら
い
も
う
と
た
ち
も
わ
ら
っ
た
。

そ
し
た
ら
マ
マ
も
わ
ら
っ
た
。

わ
ら
う
っ
て
し
あ
わ
せ
の
ま
ほ
う
だ
。

相
武
山
小
学
校
２
年
　
細
谷
り
こ

孫
と
い
っ
し
ょ
に
博
物
館

向
か
い
合
っ
て
食
べ
た
親
子
丼

あ
り
ふ
れ
た
、で
も
か
け
が
え
の
な
い
夏
の
思
い
出
。

一
般（
秋
葉
中
学
校
）　
ま
っ
ち
ゃ
ん
じ
い
じ

「
ギ
ュ
ー
ッ
、ポ
ン
、し
て
」

ケ
ガ
を
す
る
た
び
手
当
て
を
お
ね
だ
り
し
て
た
よ
ね

父
の
手
は
今
で
も
待
機
中
で
す

一
般（
川
井
小
学
校
）　
冨
田
　
玄

「
行
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」

「
行
っ
て
き
ま
す
」見
え
な
く
な
る
ま
で
繰
り
返
す

ど
う
か
無
事
に
帰
っ
て
き
て
ね

一
般（
小
田
小
学
校
） 

原
野
聡
子

た
ま
に
は
一
緒
に
お
買
い
物

「
持
っ
て
あ
げ
る
」と
母
の
袋

た
く
ま
し
い
背
中
の
我
が
息
子

ご
褒
美
の
チ
ュ
ウ
は
拒
ま
れ
る

一
般（
入
船
小
学
校
） 

は
ら
ペ
コ
三
兄
弟

入
学
式
卒
業
式
き
み
の
未
来
が
訪
れ
た
と
き

帰
ら
ぬ
日
々
を
想
い

じ
ん
わ
り
心
が
に
じ
ん
で
い
く

一
般（
川
上
小
学
校
）　
後
閑
宏
明

目
を
閉
じ
て
、そ
っ
と
手
を
合
わ
せ
る
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
、よ
く
作
っ
て
く
れ
た
も
ち
も
ち
お
は
ぎ
。

今
日
は
私
が
作
っ
た
よ
。境

木
小
学
校
６
年
　
山
口
茂
恵

「
明
日
は
絶
対
行
か
へ
ん
で
」

母
と
の
喧
嘩
で
落
ち
こ
む
私
。

今
日
は
参
観
日
。後
ろ
に
見
え
た
母
の
笑
顔
に
私
も
笑
顔
。

今
宿
中
学
校
２
年
　
浅
井
風
香

毎
食
、盛
り
方
は
は
ん
ぱ
な
い
。

お
陰
で
僕
は
、背
が
伸
び
た
。

口
う
る
さ
い
母
が
、や
け
に
小
さ
く
感
じ
た
日
。

中
田
中
学
校
３
年
　
川
村
勇
太

「
来
週
ね
。」と
挨
拶
交
わ
し
た
の
に

恩
師
の
亡
骸
に
永
遠
の
別
れ

受
け
入
れ
ら
れ
ぬ
想
い
の
中
で

教
え
を
胸
に
奏
で
る
音
色鴨

居
中
学
校
１
年
　
佐
藤
　
煌

生
き
た
く
な
い
、そ
う
思
う
こ
と
が
あ
る
だ
ろ
う
。

で
も
生
き
た
く
て
も
生
き
ら
れ
な
い
人
が
い
る
。

だ
か
ら
命
を
大
切
に
。東

中
田
小
学
校
５
年
　
穐
利
　
亮

マ
マ
は
笑
顔
の
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

時
々
い
か
り
の
ラ
プ
ソ
デ
ィ
ー

マ
マ
の
愛
情
オ
ー
ル
マ
イ
テ
ィ
ー

大
豆
戸
小
学
校
４
年
　
諸
星
天
音

「
も
う
重
い
よ
」っ
て
言
わ
れ
る
け
ど
あ
っ
た
か
い
か
ら

や
め
ら
れ
な
い
。お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
な
っ
た
ら
今
度
は
私
が

お
ん
ぶ
す
る
ね
。

洋
光
台
第
一
小
学
校
３
年
　
大
滝
一
颯

べ
い
じ
ゅ
の
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が

せ
ん
そ
う
の
話
を
し
て
く
れ
た
。

お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
い
た
か
ら
わ
た
し
が
い
る
。
き
せ
き
だ
ね
。

小
田
小
学
校
２
年
　
千
田
梁
花

「三行詩コンクール」応募から表彰までの流れ

６月
「実施要項」発表

７月初旬～９月初旬
「作品募集」

９月下旬～11月
「 一次・二次審査」

12月初～中旬
「発表・表彰」

２面：〜つながる想い新しい時代へ〜

もっと楽しくもっと楽に令和のPTA
３面：ここに母校あり─左近山特別支援学校

レジェンド家族

念願の祖父とのW受賞

父にも見せたい初ネクタイ

ケンカはしてもハイチーズ

チュウは拒んでもお祝いに

タップダンスもママも大好き



（３）　2020年２月１日 第１６５号（２）Ｐ Ｔ Ａ よ こ は ま

デジタルビジネス局

横浜市PTA連絡協議会主催

第37回　よこはまファミリー写生大会
新横浜公園（日産スタジアムとなり）で絵を描こう!!

2020年４月26日（日）　雨天の場合　４月29日（水・祝）
午前９時30分～午後２時
時間内にご自由にご参加ください。※申し込みや参加費は不要です。
日程が変更になる場合もありますので横浜市Ｐ連HPにてご確認くだ
さい。

学校の働き方改革「Bridgeプロジェクト」のご紹介学校の働き方改革「Bridgeプロジェクト」のご紹介

「相談カード」を　　　　　　　「相談カード」を　　　　　　　

　小学部・中学部・高等部の22人の児童生徒で、新たな学
校としてスタートを切った左近山特別支援学校を訪問し、
お話を伺いました。
　同校は今年度、市内で13校目の市立特別支援学校として
開校。旧左近山第二小学校の校舎を改修・増築して整備さ
れました。肢体不自由などの障害がある児童生徒が対象で、
将来的には100人を超える児童生徒を受け入れることを見
込んでいるそうです。
　児童生徒が移動する手段として、広いスペースのスロー
プや車椅子が何台も乗れる大型エレベーターが２機。体温
調節が難しい子どもたちのために、教室には床暖房とエア
コンが完備されています。各教室には、電源がどこでも取
れるように、レールが張り巡らされています。肢体不自由
の子どもたちは、停電になると吸引機等の機械が使えず命
の危険が伴うことや、温度管理、流動食など予想以上に大
変なことが多いことを知りました。
　学校には、医療的ケアを必要とする児童生徒がいるため、
養護教諭の他に２名の看護師が常勤しています。登校する
ことが困難な児童生徒には、先生が訪問して授業をするそ
うです。
　同校はモデル校として新しい取り組みを三つ始めていま
す。
・校内に※放課後等デイサービスを設置
・看護師が同乗している福祉車両の運行
・保護者との連絡手段としてweb上での連絡システム（試
験導入）を活用
今後もこの取り組みは続いてほしいと切に思いました。
　校章に込められた想い、中央にみんなに見守られた学校
（桜）があり、周辺に（中央の緑から左回り）で、自然「緑」、
「丘」「空」「太陽」と人「連携」「絆」で表されています。
「桜」を囲む５つのモチーフは「学校」「家庭」「左近山の
地域」「居住地域」「関係諸機関」を表しているとのことで
すが、手は繋がれておらず離れています。これは、みんな
で支え合っていき、この手と手の隙間から出て追い越して
ほしい！という素敵な想いが込められています。
　ＰＴＡについては、開校したばかりで人数も少なく、今
すぐに活動は難しいですが、２年後、完全な活動が出来る
よう考えているそうです。

　取材の最後に、吉田
良直校長先生に質問し
てみました。
　「左近山特別支援学
校の将来の夢は？」
に、校長先生は「左近
山特別支援学校に携
わった児童生徒・保護
者・支援者が “この学

校に携わることが出来て良かった” と思える場所であって
ほしいと願っています」とのことでした。
　この先、この左近山特別支援学校を巣立っていく子ども
たちにとっても、そう思える母校となっていくと思います。
※放課後等デイサービスとは？
　2012年に、障害のある子どものための放課後や夏休みな
どの生活を支えるために「放課後等デイサービス」という、
国の制度ができた（児童福祉法にもとづく）。横浜市内に
も多数の事業所があるが、医療的ケアが必要な子どもには
看護師常駐が条件であり、それを満たす事業所はとても少
ないのが現状。左近山特別支援学校のように校内に設置さ
れるのは市内初となる。

　横浜市で最も古い中学校（昭和22年創立）のひとつ老松中学校の文化祭。一日目
は合唱コンクール、二日目午前は芸術鑑賞、午後からバザーや模擬店、夕刻に星の
フェスティバルが行われます。
20年以上続くバザーや模擬店
　屋内での出店は平成８年からで、現ＰＴＡのほか、
ＰＴＡ役員OBと歴代校長からなる “松の実会”、卒
業生で構成される “同窓会” も参加しています。メ
ニューは学生が喜びそうな唐揚げや手作り牛丼に、
ソフトクリームやタピオカドリンクなど全12店、各
200食前後を用意します。
星のフェスティバル～ステンドグラスの発表～
　昭和59年「子どもたちが熱中するものを」と教育
の一環としてステンドグラス制作が始まり、現在で
はＰＴＡや学区内の小学校も参加するようになりま
した。色づけにはカラーフィルム、和紙、色つきの
ビニール袋を使用し、生徒たちは文化祭委員が中心
となり放課後に制作します。校舎一面を彩るステン
ドグラスは文化祭の最後を美しく締めくくります。

ここに母校あり～夢に向かって～

横浜市立

左近山特別支援学校

４月、期待をふくらませ、入学式が多
目的ホールで行われました

　横浜市教育委員会が作成している「相
談カード」は毎年、夏休み前に学校から
配付されています。子どもたちが気軽に
電話が出来るよう小学生用は、可愛いク
マのキャラクターが描かれており低学年
でも読めるよう漢字にふりがなが振られ
ています。中学･高校生用は、馴染みの
あるSNSのデザインになっており、それ
ぞれ年齢にあった相談先が記載されてい
て持ち歩けるサイズになっています。ま
た、保護者用のリーフレットもあり、保
護者からの相談もできます。
　相談カードを作成した人権健康教育部
人権教育･児童生徒課柏田担当係長と、

担当の原さんに、相談
カード作成の想いと
メッセージを伺いまし
た。「一人で抱え込ま
ず相談することで解決
に向けた手だてが見え、困りごとに必要な支援を行っ
てくれる適切な機関につながれることがあるという想
いで作成しました。自分の力だけでは解決が難しいこ
とが多々あります。一人で抱え込まず、まずは一歩踏
み出して相談してみてください」どこに相談をしたら
いいのかわからない、身近な人に相談できない、一人
で悩みを抱えている方々は、専門的な職員もいるので
利用してみてはいかがでしょうか。

　横浜市教育委員会では、今年度、
学校と家庭との連絡・情報共有の円
滑化・効率化を目指す「学校と家庭
をつなぐ情報共有システム」を一部
の学校で試験導入しています。この
「Bridgeプロジェクト」は、学校と
家庭のやりとりの負担軽減、ペー
パーレス化、タイムリーで正確な情
報共有を実現するため、①24時間欠
席連絡受付、②学校情報のデジタル
配信＆返信、③緊急情報の送信＆返
信の３つの機能をもったシステムを
学校現場に導入し、効果を測ってい
くものです。
　これまで学校と家庭のやり取り
は、連絡帳や直接電話をかけると
いった形でしたが、このシステムを
導入することで、学校では例えば朝
の時間帯に電話の対応に追われるこ
とが減る、その日の出席状況がシス
テム画面上で随時更新、表示される、
などといったことができるようにな
ります。このシステムの導入で職員
室での業務時間を先生一人あたり月
３時間半程度短縮することができる
と試算しています。
　家庭では、学校からのお便りなど
がデジタル配信されることによって
保護者に直接届くため伝達漏れがな

く、家庭内での共有もしやすくなる
といったメリットがあります。
　緊急時には「学校にいます」「○
時までに迎えに行きます」というよ
うな双方向のやりとりが可能にな
り、電話回線がふさがっていてつな
がらない、連絡が取れない、などの
場面も少なくなります。
　試験導入をしている各校では、実
際に、朝の時間帯で授業準備や児
童・生徒への対応に集中できるよう
になった、連絡のタイムラグがなく
なった、という声が上がっており、

家庭からも、学校の配布物のデ
ジタル配信、アンケートの電子

化などについて「便利になった」と
いう反応が多いとのこと。
　またこのシステムは一部が日本語
だけでなく英語や中国語、スペイン
語に対応しているため、外国籍世帯
も簡単に欠席連絡ができるように
なっており、自動読み上げ機能を利
用することで視覚に障害がある方な
どにとってもコミュニケーションに
おけるバリアフリー化という効果も
期待できます。これまで現場で対応
しきれなかったきめ細かな部分まで
カバーすることが可能になります。
　このシステムは現在試験導入中で
あり、横浜市教育委員会は今年度の
取組状況を踏まえ、今後の方向性を
検討していきます。今後、このシス
テムの導入に伴いＰＴＡ活動とも連
携して利用していくことも期待され
ます。
　教職員の方々もわたしたち保護者
も、子どもたちの教育のために日々
奮闘しています。
　この「Bridgeプロジェクト」は、
教職員の方々の働き方改革の一部分
ではありますが、わたしたちのＰＴ
Ａ活動にとっても、質を落とさず負
担を軽くし、より積極的な活動を促
進するものになるかもしれません。
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小学生用
カード

中・高学生用
カード

生
徒
の
作
品
の
テ
ー
マ
は
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
の
自

由
曲
。
一
斉
に
点
灯
さ
れ
る
と
大
き
な
歓
声
が
上

が
り
ま
す

　このような大きな行事を続けていくのは大変ではないか？との質問に、
鈴木副校長先生「大きな行事という感覚はない。縮小する感覚もない。自然体で。バザーや模擬
店は個々に運営しているため大変だとも聞いておらず、楽しんで参加されている」
加藤ＰＴＡ会長「子どもたちのためにと継続して委員を引き受けてくれる方が多く、ステンドグ
ラス制作も保護者のよいコミュニケーションの場となっている」
　と答えてくださいました。また学校・地域コーディネーターの呼びかけで、学区内の小学校の
お父さんが正門の警備に協力していました。
　昭和・平成・令和と継続することで生徒、教師、保護者、地域の方々も受け継ぎ、全体で盛り
上げていく素晴らしさを感じました。このステンドグラスは文化祭後一週間公開するとのことで、
来年以降も是非足をはこんで実際に目にしてほしいと思います。

生徒もお待ちかねの模擬店は一時間ほ
どで完売します

先生方に感謝を込めて…
光が差し込み昼間の校舎の中は幻想的
です

時代を超えて受け継がれるステンドグラス 　 老松中学校（西区）

　秋晴れの中、第28回「東戸塚小まつり」は子ども
たちの元気な声と地域の方の奏でるにぎやかなお囃
子に包まれました。
イベントは40以上！
　大人気なのは有志が主催するお化け屋敷。三か所
あり、どれも長い行列ができていました。医薬品卸
売会社が行った「キッズファーマシー」では白衣を
着て、薬剤師の体験ができます。
　校庭ではストラックアウトやミニバスケットゲー
ム、焼きそばやおでん、綿菓子の販売もあり、体育
館では子どもたちのダンスや音楽・空手、ＰＴＡコー
ラスもあり、参加者の表情は真剣そのもの。近隣企
業の音楽隊の演奏や、大学の手話サークルも参加す
るなど、地域・企業とのつながりを感じました。
おまつりも学びの場！
　このおまつりの大きな特徴は、子どもたちに本物
の体験をさせ、学びに結び付けること。販売・購入
には実物のお金をやりとりして労働と報酬の関係を

実感できます。　　
　校内に設けられたごみ
の回収場所に「クリーン
隊」の子どもが立ち、「割
りばしはこちらに！」「輪
ゴムは燃やすごみに！」
と積極的に声を掛けた
り、「プラごみの袋がいっ
ぱいだから替えましょ
う」と先生に話したりと、
随所に工夫が凝らされて
います。４年生で学習す
るごみについて、実地に
体験する機会となってい
ます。

大人気！「おまつり委員会」
　このおまつりを担うのはＰＴＡの「おまつり委員
会」です。４月から準備を重ね、当日も司会や誘導、
各イベントの手伝い、中庭では飲み物や手作り菓子
を販売し、収益にも貢献。参加企業からの寄付や活
動の収益は、学校と相談して、これまでにパイプ椅
子や給食の白衣にあてました。

　準備期間の活動の中心は土曜
日が主であるため、職業をもつ
保護者も多く、数名の男性も所
属しています。平日活動には仕
事を調整し、委員同士で役割を
融通しながら参加し、忙しい保
護者が一丸となってひとつの方
向に向かって進めるよう、リー
ダーの存在も重要です。
　「おまつり委員会」には毎年
定員の約２倍の希望者が殺到す
るほどです。「決して楽な活動
ではなく、むしろ保護者の負担
は大きい」と実行委員長は言い
ます。
　おまつり後は12月で活動が終
了する任期の短い委員会である
こと、楽しく意義のある活動で
あることが人気の秘密ではない
でしょうか。

初の男性委員長が誕生！
　最初にお話を伺ったのは広報委員長の兼松
さん。中川西中学校で初の男性委員長です。
広報委員になったきっかけは、体育祭のとき
に広報委員は子どもたちの近くで写真を撮れ
ると聞いたこと。実際になってみたところ、
広報紙のための撮影や紙面づくりなど、活動
内容が明確で、自分に向いていると感じたそ
うです。委員になって１年目は、男性は２人
しかいなかったのですが、当時の女性の委員
長も仕事を持っている方
で、働いていても融通がき
いて活動しやすかったこと
もあり、１年目の終わりに
委員の継続を打診されて快
諾。あわせて委員長も任さ
れることとなりました。

活動を通して、得られたもの
　その後、ＰＴＡ会長の後押しも
あって、兼松委員長のもとに次々

と男性委員さんが増え、2019年度は11人中６
人が男性。なんと半数以上です。中川西中の
コスモス祭を、写真の構図を考えながら、誰
よりもいい位置で、いきいきと写真撮影を始
める兼松さん。その姿を見て、仲間になって
一緒に活動したい!楽しそう!という輪が広
がっていくのも納得です。
　お父さんメンバーからは、こんな声が聞か
れました。「大人になってからも、みんなで
一個のものをカタチにしていく達成感を得ら
れる。自分にとっては、居場所の一つになっ
ています。ＰＴＡってハードルが高い気がし
たけど、そんなこと全く無かった。おまけに、
中学生という難しい時期の子どもと、学校の
ことを通じて話す機会まで得られました」。
一方でお母さんたちも「もともと、中川西中
のＰＴＡ活動は、やりたい人がやりたいこと
をしましょうというスタンスです。広報委員

コスモス祭で兼松委
員長とご家族

分別を呼び掛ける「クリーン隊」

お父さんも大活躍の「おまつり委
員会」直営店

広報委員の半数以上がお父さん！
“子どもたちのために” 広がる輪

中川西中学校
広報委員会
（都筑区）　　　　　　ご存知でしょうか　　　　　　ご存知でしょうか

保護者用リーフレット

地域・企業・大学とつながり
子どもたちに“本物の体験”を

東戸塚
小学校
（戸塚区）

も自ら手を挙げた人が集まっていて、私たちの思いはひとつ。“子
どもたちのために” です。委員会の仲間は子育ての仲間であり、
お父さん、お母さん、お互いの視点から子育ての話を聞けること
も、広報委員会の醍醐味」と、おっしゃっていました。
効率化を進め、誰もが輝ける場所に
　お父さんもお母さんもそれぞれに忙しい中川西中の広報委員会
では、定例会は年間５回。学校行事の
取材はラインを使って役割を分担し、
行ける人が行ける時に。撮った写真は
クラウド上で共有し、作業はいつで
も、どこでもできます。今いるメン
バーで、発行できる号数だけでいい。
委員はクラスに１人とは限らない。
様々な固定観念から解放された活動
は、誰にとっても輝ける場所になって
いると感じました。
　子どもたち、学校、地域に、お父さ
んもお母さんも関わっていく…この
カタチはとても自然で、そのうち文化
になっていくのではないか。広報委員
さんが口々に話してくださったのが
印象的でした。

男性委員さんはコスモス祭での写
真撮影に大活躍

子育ての話も弾む広報委員会のメ
ンバー
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披
露
さ
れ
た
曲
は
子
ど
も
に
親

し
み
の
あ
る
曲
か
ら
大
人
に
親
し

み
の
あ
る
曲
ま
で
幅
の
広
い
も
の

で
し
た
。
な
か
で
も
今
年
流
行
の

曲
は
複
数
の
グ
ル
ー
プ
が
披
露
し

ま
し
た
が
、
様
々
な
ア
レ
ン
ジ
が

施
さ
れ
、
ど
れ
ひ
と
つ
と
し
て
同

じ
曲
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
び
た
び

ス
テ
ー
ジ
上
と
客
席
が
一
体
に
な

る
様
子
も
見
ら
れ
、
な
か
に
は
ハ

ン
カ
チ
で
目
頭
を
押
さ
え
る
姿
も

あ
り
ま
し
た
。

　

グ
ル
ー
プ
ご
と
に
楽
器
や
小
物

を
使
っ
た
り
、
ア
カ
ペ
ラ
を
し
た

り
、
声
真
似
を
し
た
り
と
趣
向
を

凝
ら
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
グ

ル
ー
プ
ご
と
に
思
い
思
い
の
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

料
理
で
は
よ
く
「
口
だ
け
で
な

く
目
で
も
楽
し
む
」
と
い
っ
た
言

葉
を
使
い
ま
す
が
、こ
こ
で
は「
耳

だ
け
で
は
な
く
目
で
も
心
で
も
楽

し
む
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ

う
か
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
開
演
直
前
ま

で
最
終
調
整
に
真
剣
な
表
情
を
見

せ
ま
し
た
が
、
本
番
の
表
情
は
と

て
も
楽
し
げ
で
い
て
、
ど
こ
か
自

信
に
満
ち
て
い
ま
し
た
。

　

歌
い
終
わ
っ
て
か
ら
声
を
か
け

る
と
緊
張
か
ら
開
放
さ
れ
、
い
い

笑
顔
で
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
夫
婦
で
参
加
し
て
い
る
方
。

　
各
区
部
か
ら
集
ま
っ
た
広

報
委
員
、
ス
キ
ル
を
活
か
し
、

あ
れ
や
こ
れ
や
で
「
P
T
A
よ

こ
は
ま
」
作
り
開
始
。
感
動

し
た
三
行
詩
や
講
演
会
、
各

学
校
の
取
組
な
ど
な
ど
、
取

材
を
通
し
て
知
っ
た
P
T
A
活

動
も
！
　
そ
ん
な
素
晴
ら
し

い
活
動
へ
の
想
い
を
感
じ
て
い

た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。 
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第
67
回
日
本
P
T
A
全
国
研
究

大
会
【
兵
庫
大
会
】

　

８
月
23
日
・
24
日
に
、
P
T
A

全
国
研
究
大
会
兵
庫
大
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
全
国
か
ら
、
８
０
０

０
人
の
P
T
A
会
員
が
集
い
、
横

浜
市
か
ら
も
48
名
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

令
和
に
入
り
初
め
て
迎
え
た
大

会
で
、
地
震
な
ど
災
害
も
多
い
中

で
、
新
た
な
時
代
を
生
き
る
子
ど

も
た
ち
に
向
け
た
ス
ロ
ー
ガ
ン

「
つ
な
げ
よ
う
『
い
の
ち
』
の
バ

ト
ン 

次
世
代
を
生
き
抜
く
子
ど

も
た
ち
へ
～
地
域
と
と
も
に
育
む

力 

兵
庫
か
ら
～
」
の
下
、
会
員

た
ち
の
熱
気
も
溢
れ
て
い
ま
し

た
。
初
日
の
23
日
は
県
内
10
会
場

で
分
科
会
が
開
か
れ
、
２
日
目
の

24
日
に
は
神
戸
市
内
の
ワ
ー
ル
ド

記
念
ホ
ー
ル
で
全
体
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

歓
迎
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
の
宝
塚

O
G
レ
ビ
ュ
ー
シ
ョ
ー
に
引
き
続

き
、
メ
ン
タ
リ
ス
ト
D
a
i
g
o

氏
が
「
子
育
て
は
、
心
理
学
で
ラ

ク
に
な
る
」
と
題
し
た
基
調
講
演

を
行
い
ま
し
た
。
会
場
の
質
問
に

当
意
即
妙
に
回
答
す
る
ス
タ
イ
ル

で
多
数
の
参
加
者
か
ら
勉
強
に

な
っ
た
と
の
声
が
上
が
り
ま
し
た
。

第
75
回
指
定
都
市
P
T
A
情
報

交
換
会
【
新
潟
大
会
】

　

９
月
12
日
・
13
日
に
第
75
回
指

定
都
市
P
T
A
情
報
交
換
会
が
新

潟
市
の
ホ
テ
ル
オ
ー
ク
ラ
新
潟
に

お
い
て
行
わ
れ
ま
し
た
。
新
潟
市

小
中
学
校
P
T
A
連
合
会
を
は
じ

め
、
多
く
の
関
係
者
の
温
か
い
歓

迎
を
受
け
、
初
日
の
分
科
会
、
２

日
目
の
全
体
会
を
通
じ
、
大
き
く

盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

　

特
に
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
日

本
ペ
ッ
プ
ト
ー
ク
普
及
協
会
代
表

理
事
の
岩
崎
由
純
氏
に
よ
る
「
子

ど
も
の
心
を
育
て
る
言
葉
か
け
」

と
題
さ
れ
た
記
念
講
演
で
し
た
。

大
病
し
て
も
続
け
て
い
る
方
。
満

面
の
笑
み
で
人
生
最
高
と
話
す
82

歳
の
方
。
そ
れ
ぞ
れ
の
人
生
が
そ

こ
に
あ
る
の
が
伝
わ
り
ま
す
。

　

ど
の
グ
ル
ー
プ
も
気
持
ち
よ
く

発
表
で
き
る
よ
う
に
、
進
行
が
ス

ム
ー
ズ
に
い
く
よ
う
に
影
で
働
い

て
く
れ
た
の
が
事
業
研
修
委
員
の

方
々
で
す
。

　

こ
の
中
に
全
日
程
活
動
し
た
方

た
ち
が
い
ま
し
た
。
疲
れ
も
見
せ

ず
に
「
と
に
か
く
楽
し
か
っ
た
」

と
話
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。コ
ー

ラ
ス
で
参
加
し
て
い
る
方
々
だ
け

で
な
く
、
裏
方
の
ス
タ
ッ
フ
も
普

段
体
験
で
き
な
い
こ
と
を
経
験
で

き
た
と
話
す
そ
の
表
情
は
、
舞
台

で
コ
ー
ラ
ス
を
披
露
し
た
方
々
に

少
し
も
引
け
を
と
り
ま
せ
ん
。

　

わ
た
し
た
ち
の
な
か
に
は
今
回

初
め
て
「
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
」

を
知
っ
た
者
も
い
ま
し
た
が
、
来

年
は
全
日
程
聞
い
て
み
た
い
と
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。

横
浜
市
P
T
A
創
立
70
周
年
記
念

　

11
月
13
日（
水
）～
11
月
15
日（
金
）の
３
日
間
、

か
な
っ
く
ホ
ー
ル
（
神
奈
川
区
）
に
お
い
て
令

和
初
の
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
交
歓
の
つ
ど
い
」
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
つ
ど
い
は
63
回
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま

す
。
今
年
度
は
総
勢
64
グ
ル
ー
プ
が
参
加
し
、

日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
余
す
と
こ
ろ
な
く
発

表
し
ま
し
た
。 音

楽
交
歓
の
つ
ど
い

第63回

　

フ
ラ
ン
ス
人
の
父
と
日
本
人
の

母
を
も
ち
、
見
た
目
の
違
い
か
ら

子
ど
も
の
頃
は
い
じ
め
ら
れ
た
と

い
う
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
。
辛
い
時
の

支
え
は
、
い
つ
も
話
を
聞
い
て
く

れ
た
お
母
様
。
子
ど
も
の
頃
は
反

抗
的
に
な
り
ま
し
た
が
、
恩
師
に

出
会
い
す
べ
て
が
変
わ
っ
た
そ
う

で
す
。
子
ど
も
は
何
か
の
き
っ
か

け
で
す
べ
て
が
変
わ
る
。
そ
れ
ぞ

れ
の
個
性
に
あ
っ
た
事
、
何
年
か

先
を
見
据
え
て
親
が
考
え
て
あ
げ

る
事
の
大
切
さ
を
お
話
し
し
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。

　

解
決
方
法
が
な
く
て
も
話
す
人

が
い
る
事
の
大
切
さ
を
改
め
て
気

付
か
せ
て
い
た
だ
き
、
保
護
者
と

し
て
胸
に
響
き
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
で
も
国
籍
が
壁
に
な

り
辛
い
思
い
を
さ
れ
ま
し
た
が
、

ス
ポ
ー
ツ
は
心
の
痛
み
や
感
動
を

分
か
ち
合
え
る
、
と
て
も
素
晴
ら

し
い
も
の
。
子
ど
も
た
ち
に
は
何

か
夢
中
に
な
れ
る
事
を
見
つ
け
に

学
校
に
行
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
言

葉
が
印
象
的
で
し
た
。

　

子
育
て
の
ヒ
ン
ト
を
い
た
だ
き

と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

　

副
題
の
「
や
る
気
に
さ
せ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
術
」
の
名
の

と
お
り
、「
言
葉
の
力
」
で
相
手

の
能
力
を
引
き
出
す
ス
キ
ル
に
つ

い
て
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。
改
め
て

今
ま
で
の
接
し
方
を
反
省
し
、
今

後
に
生
か
す
こ
と
を
考
え
さ
せ
ら

れ
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
51
回
日
本
P
T
A
関
東
ブ
ロ
ッ

ク
研
究
大
会
【
千
葉
市
大
会
】

　

10
月
12
日
・
13
日
に
予
定
さ
れ

て
い
た
第
51
回
日
本
P
T
A
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
【
千
葉
市
大

会
】
は
台
風
19
号
の
影
響
に
よ
り

開
催
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
数
年

に
わ
た
り
、
大
会
準
備
を
し
て
く

だ
さ
っ
た
大
会
実
行
委
員
会
の
皆

様
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
予
算
の
充
実
求
め
市
会
へ

請
願
書
提
出

　

横
浜
市
P
T
A
連
絡
協
議
会
で

は
、
活
動
方
針
の
一
つ
と
し
て
、

教
育
環
境
の
改
善
を
揚
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
活
動
の
一
環
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
が
安
全
安
心
な
環
境

の
下
で
充
実
し
た
学
校
生
活
を
送

れ
る
よ
う
、
教
職
員
等
人
員
や
施

設
の
増
強
に
向
け
た
教
育
予
算
の

充
実
を
求
め
、
横
浜
市
会
へ
請
願

し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
２
０
１

９
年
11
月
22
日
、
請
願
書
を
横
浜

市
会
へ
提
出
し
、
12
月
19
日
に
市

会
本
会
議
に
お
い
て
採
択
さ
れ
ま

し
た
。

編
集
の
ひ
と
言

市
P
連
研
修
会

世
界
は
一
つ
〜
国
籍
を
乗
り
越
え
て
〜

ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
国
際
交
流

講
師
・
宮
澤
ミ
シ
ェ
ル
氏

　

２
０
１
９
年
12
月
11
日
、
関
内

ホ
ー
ル
大
ホ
ー
ル
で
元
プ
ロ
サ
ッ

カ
ー
選
手
で
現
在
は
解
説
者
や
指

導
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
る
宮

澤
ミ
シ
ェ
ル
氏
の
講
演
会
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
ご
自
身
の
子
ど
も
の

頃
の
い
じ
め
体
験
や
親
子
関
係
、

国
籍
、
ス
ポ
ー
ツ
の
も
つ
力
に
つ

い
て
な
ど
、
笑
い
あ
り
涙
あ
り
の

素
晴
ら
し
い
講
演
会
で
し
た
。

横山正人横浜市会議長に
請願書を提出する
秋好直樹市P連会長

優
良
P
T
A
ほ
か
受
賞
校
・
受
賞
者

文
部
科
学
大
臣
表
彰

篠
原
西
小
学
校
P
T
A

�

（
港
北
区
）

荏
田
南
中
学
校
P
T
A

�

（
都
筑
区
）

神
奈
川
県
教
育
委
員
会
表
彰

中
丸
小
学
校
P
T
A

�
（
神
奈
川
区
）

子
安
小
学
校
P
T
A

�
（
神
奈
川
区
）

一
本
松
小
学
校
P
T
A

�

（
西
区
）

市
沢
小
学
校
P
T
A

�

（
旭
区
）

長
津
田
小
学
校
P
T
A

�

（
緑
区
）

茅
ケ
崎
小
学
校
P
T
A

�

（
都
筑
区
）

茅
ケ
崎
東
小
学
校
P
T
A

�

（
都
筑
区
）

深
谷
小
学
校
P
T
A

�

（
戸
塚
区
）

中
和
田
中
学
校
P
T
A

�

（
泉
区
）

若
葉
台
特
別
支
援
学
校
P
T
A

�

（
特
別
支
援
学
校
部
会
）

日
本
P
T
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
賞
（
団
体
）

中
丸
小
学
校
P
T
A

�

（
神
奈
川
区
）

子
安
小
学
校
P
T
A

�

（
神
奈
川
区
）

中
和
田
中
学
校
P
T
A

�

（
泉
区
）

日
本
P
T
Ａ
全
国
協
議
会

会
長
賞
（
個
人
）

秋
好
直
樹
（
市
P
連
会
長
）

梅
田
比
奈
子
（
市
P
連
副
会
長
）

金
澤
眞
澄
（
市
P
連
前
副
会
長
）

村
田
広
美
（
市
P
連
書
記
）

か
な
が
わ
地
球
環
境
賞

中
和
田
南
小
学
校
P
T
A

�

（
泉
区
）

文部科学大臣表彰校が鯉渕教育長を
表敬訪問

文部科学大臣表彰
篠原西小学校PTＡ（港北区）

いつもはもう少し上手だよ(〃∀〃)ゞ ママの抱っこで決めポーズ♥

つどいでの

パプリカ
2019年何回聞いたかな？

世界はあなたに笑いかけている
とってもリズミカルで会場がひとつに

いのちの歌
生きることのあたりまえの大切さを感じる

人気の曲

頑張ってくれた事業研修委員の方々

参加者の声♪
気持ち良く歌えました。

半年間練習しても全員揃
うことが難しかったが、
本番では皆揃って歌えた。

日ごろの練習とは違って
環境の整った会場で歌え
て気持ちよかった。

文部科学大臣表彰
荏田南中学校PTＡ（都筑区）

パプリカイラスト　華怜


